
航空写真　昭和 50 年 3 月撮影

棚田・ため池修復のようす 平成 11 年 12 月  畦ぬりのようす 平成 16 年 5 月

復元前　平成 16 年 3 月 現在　平成 22 年 8 月

復元した棚田　平成 18 年 3 月撮影

棚田の移り変わり

　棚田ゾーンの拠点となる「農
村広場地区」は、平成１４年か
ら整備を進め、茅葺き民家群や
園路整備等がほぼ完成してきま
した。
　この地区を代表する棚田は、
平成 11 年の「第１回あいな里
山づくりプロジェクト～棚田・
ため池の修復～」がきっかけと
なり、市民との共同作業により
棚田を復元しました。
　現在、この棚田では６団体が
景観づくりや、田んぼビオトー
プとしての活用、稲作体験イベ
ントを開催するなど、多様な稲
作活動を試行しながら棚田を保
全しています。
　この地域は、昔から水不足で
悩まされていますが、今年はま
とまった雨によりその心配もな
さそうです。５月に植えた苗も
順調に生育し、９月末には各団
体で稲刈りが行われる予定です。
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■多年草
■分布：北海道、本州、四国、九州、琉球

キキョウ科キキョウ属
Platycodon grandiflorus
キキョウ

め
まいな里山　 知識！？あ vol.14

植物編

　まるい風船のようなつぼみ、青紫の星
型の花。秋を代表する花として古くから
好まれ、『万葉集』で秋の七草として詠ま
れた朝顔は、キキョウのことだと考えら
れています。英名は "balloon flower"、
これはつぼみの形から命名されたのだとか。
　キキョウ属は、１種あるだけの１属１
種で、東アジアのみに分布しています。
　日当たりが良く乾いた山地や草原に生
育しますが、全国的に自生地は少なくな
りつつあり、あいな里山での自生は貴重
なものだと思います。

場　所：国営明石海峡公園 神戸地区
内　容：稲刈り体験
参加費：無料
問合せ：NPO 法人あいな育みの会 
           TEL&FAX(078)591-2644

里山体験

をつくろう　～稲刈り体験～お米お米

イ ベント情報 淡 路島国営明石海峡公園からEvents Information

コスモス、ダリア大花壇
花と緑に親しむイベント
おもしろ自転車、ふわふわ遊具 etc

問合せ：明石海峡公園管理センター
                          TEL(0799)72-2000

開催期間：平成 22 年 9 月 18 日 ( 土 ) ～ 10 月 31 日 ( 日 )日　時：平成 22 年 9 月 26 日（日）10:00 ～ 12:00

淡路花祭 2010 秋淡路花祭 2010 秋

▲
▲
▲

この情報誌は、環境に配慮したFSC森林認証紙を使用してます。

〒651-1104
神戸市北区山田町藍那字伝庫37
TEL(078)593-3943
FAX(078)593-3944

電子メール　aina@joy.ocn.ne.jp

ホームページ
http://www.kkr.mlit.go.jp/akashi/

国営明石海峡公園事務所 
神戸地区現地事務所

製作・発行

毎月の発行です

↑こちらからダウンロードできます
あいな里山公園は、現在開園しておりません。
許可を受けた市民団体の活動やイベント以外での
一 般 の 公 園 内 の 立 ち 入 り は で き ま せ ん の で
ご注意ください。

　暑いながらも澄んだ夏空の元、
47 名の親子らが藍那の自然にふ
れあいました。午前のハイキン
グでは、ポイントで立ち止まる
たびに、参加者たちは親子とも
ども初めて見る生きものに興奮
気味。なかなか前に進めません。
田んぼではトノサマガエルにタ
コノアシ、草原ではエンマコオ
ロキﾞ、雑木林ではウグイスに
アブラゼミ、ため池ではカワバ

　平成 13 年度より、公園を舞台
に活動してきた「ユニセフパーク
プロジェクト」ですが、この夏は、
子どもたちが主役のキャンプを開
催しました。今回のテーマは “遊
び場づくり”。栗林にて、竹やロー
プを使った「アフリカの家」や「す
べり台」づくりに取り組みました。
思いっきり体と知恵をフル回転さ
せた二日間でした。

タモロコにヒメガマ、土手では
キキョウ、蓮田ではコオイムシ
にマツモムシ、小川ではハグロ
トンボにニホンアカガエル。多
様な環境に多様な生きものたち
がいることを実感しました。午
後からは、茅葺民家等にて縁側
からそよぐ自然の風で涼みなが
らの勉強会。スライドによる藍
那の自然の説明と DVD「田んぼ」
を鑑賞しました。里山の多様な
生きものは人の暮らしと共存し
てきたことを学んでいただけた
と思います。（文：神戸カワバタ
モロコ保全推進協議会　土井  敏男）
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Events 平成 22年８月８日（日）
神戸カワバタモロコ保全推進協議会

絶滅危惧種 カワバタモロコに出会う夏 サ マーキャンプ２０１０
Events 平成 22年８月 2１日（土）

22日（日）
UPP ファシリテーターグループ

兵庫県立大学環境人間学部内田研究室

ユニセフパークプロジェクト




